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パ レートノ分水 の凹性 め説明







｀ 企 業 の 規 模 の 分 布 又 は 企 業 の 規 模 と 成 長 と の 関 係 に づ い て の 統 計 的 解 析 を
行 な い ， 理 論 の 検 証 を し よ う と す る 一 連 の 研 究 が あ る
。
……:
企 業 の 規 模 ， 個 人 の 所 得 ， 富 等 の 多 く の 変 数 の 分 布 が 観 察 上 高 度 の 歪 み の.s
・。.sI ・ ・
” ・ ’｀ 。 乙 。「
あ る 頻 度 分 布 で あ る こ と が 知 ら れ て き た
。 そ し て, こ れ ら の 分 布 は 多 ぐ の 場
今 ， 対 数 正 規 分 布 を 示 し て い る 。 ‥ ‥ ‥ ‥ ‥
｀ 本 稿 で は け 企 業 の 規 模 と そ の 企 業 の 所 属 し 七 い る 産 業 内 欧 お け る 観 模 の 順
位 と め 間 に あ る パ
レ ー ト 分 布 の 係 数 ， す な わ ち ， ㈲ 変 数 の 両 対 数 表 を と れ ば
両 者 の 関 係 は 直 線 で 近 似 で き る こ と を ， 我 国 の 最 近 の デ
ー タ 及 び 入 手 可 能 な
明 治 ， 大 正 期 乃 デ
ー タ を も 解 析 し 七 実 証 す る 。 又 ，Y. 井 尻 とH.A. サ イ
モ ン （Simon,H.A. ） が 提 唱 し て い る よ う に ， 企 業 の 吸 収 ・ 合 併 の 影 響 が バ
レ
ー ト 分 布 に 与 え る 影 響 を も 合 わ せ て 研 究 す る 。 ‥ し
そ こ で ， 第1 節 で 企 業 の 規 模 と 成 長 に つ い て 全 体 の 見 通 し に つ い て 述 べ
，
ジ ブ ラ （Gibrat ） め 法 則 ， 比 例 効 果 の 法 則 ， パ レ ー ト の 法 則 に つ い て 基 礎 的
概 念 を 明 瞭 に す る 。
第2 節 で は ， 実 証 的 研 究 と し て 行 な
っ た 我 国 企 業 の 総 資 産 又 は 資 本 金 に よ







企業 の 規 模と成 長 と の相関 関 係を 分 析す るには ，まず 企業 の規模を 測定 す
る尺 度が 決定 さ れる 必要 があ る。 尺 度 としては ， 総資 産 ， 純資 産 ， 従業員
数 ，売上 高 等い くつ か使 用 さ れてい る。 どの 尺度を 採 用す るかは ，使 用可 能
な デ ータの 制 約や分 析 の 目的に 応 じ て決定 さ れ るべ きであ る とい え る 。し か
し ，実際 上は ， 各尺 度 の変 数 間は 相関 係 数が 高く， 相互に 交 換可 能であ る の
でそ れ程 厳 密に 考慮 しな くて も よい とさ れてい る[24] 。我 国 の企業 の規 模 の
測定 尺度 とし て ，馬 場[3] は ， ㈲従業 員 数 ，(b)資 産 合計 ，㈲ 有形 固定 資 産 額，(d)
売 上 高，(e)資 本金( 発行済み)，(f)資本 合計 の6 つを 上げ ， 各変数 間の 相関
関 係を 分 析し てい る。 こ れら の間 で ，(a)と(b),(e)，(f),(b) と他の す べて,(c)
と(e)，(d)と(f)，(e)と(f)は 相関 係数 は0.9 以 上であ る とし てい る 。
第2 節以下 の我 々 の分 析 では ， 総資 産 ，資 本 金を 尺度 とし て 採用し てい る
が ，こ れら の変 数 間 の相関 関 係 も非 常 に 高 く交 互に 交換 可 能で あ る と し よ
う。
企業 の規 模と 成長 とり 関 係は 比例 効果 の 法 則で説 明 さ れ る。 多 く の 経 済
変 数は ，対 数 紙に プ ロ ットす る と ， 正 規 性を示 す とい り性 質をR. ジ ブ ラ(Gibrat,R.)
が 経 済学 上 の デ ータに つい て図示 し ， こ の分 布を ジ ブ ラ分 布 と
い う。 こ のジブ ラ分 布を 説 明す るた めにJ.C 。 カイ テソ(Kayteyn,J.C.)
とJ.C ． ジ ブ ラ(Gibrat) は 比 例 効果 の法 則を 提 案し た のであ る 。 比 例効
果 の法則は ，企業 の成 長 の プ ロ セス で，特 定 の時点 で 企業 が成 長す る確 率は
そ の企業 の 規模 とは 独立 であ る とい うこ とであ る。 す なわち ，大 規模 の企業
も中小 規 模 の企業 も ，特定 の期 間 にあ る 率で 成長す る 確 率は 同等 であ るこ と
であ る。





す る とXc ＝( 十£t)Xt-l
企業規模とパレ トー分布43
よってXs ＝Xo(l 十e)( 十心)……(I ＋b)
時間間隔を非常に小さくすれば&t も小さくなるめで上の式の対数をと る
と，logXt
＝logX, ＋log(l 十Si)十……＋10g(1 十貳) ト
≒log χo十£l十……十£l
ここでSi,Si が数多くの独立な乱数であり， 平均値m ， 分散 ♂ の同一 の
分布をなしているとする。中心極限定理よ犬引logX バt.平均値がmt, 二分散
















すると(2)はlogA とlogN とについて直線マあることがわか る。 すなわ
ち，logA を縦軸,logN を横軸とする直角座標をとれば,(2)は切片がlogC
で傾きが ーβの直線である。











∧ 馬 場 は 〔1 〕〔2] ，1956 ～63 年 で の ， 東 証1 部 上 場 企 業 の う ち 製 造 工 業347 社
を 標 本 と し た 場 合 ， 規 模 を 資 産 合 計 で 測 定 す る と/3 ＝0.896 で あ る と し, 又
，
産 業 中 分 類 に し た が う15 業 種 別 の 計 測 で は ， 鉄 鋼
， 機 械 ， 電 気 機 器 で β ＞1
と し て い る 。1959 ～69 年 ま で の 我 国 製 造 工 業 主 要 企 業356 社 を 標 本 と し た 場
合 に は ， 製 造 工 業 全 体 ズ 汗 β ＝0.967 と し
， 食 料 品 ， 鉄 鋼, ト 機 械 で は ＼β＞1
と い う 結 果 を 出 し で い 石 。
エ 。 。 。
‥‥‥‥ ‥ ‥ ‥
■II ♂k・-・-・。 ・- 。 － ・・ ．III ．I ・x 。IJ・ ・I ． ■
今,logA ＝(x,logN ＝n
，logG ＝ で と お ぐ と(1) 式 は
い
…… … …… … …
α 十 βn ゜ca. β ＞O ダ: 十 ▽ …… … … … … … ……
こ こ で ， （ が
プ
定 で,a とn が 変 数 で あ る と 仮 定 す れ ば β ＝1=
ダ と 年 に 牒 ，a
と 刀 と は 比 例 し て 変 化 す る 。 も し β＞1 な ら ば
α はn ダ 変 化 率 よ ケ 沃 き
く ， βく1 な ら ば
α はn の 変 化 率 よ り も 小 さ く 変 動 す る: 。レユレ▽ に ＼… …= 犬 づ
レ こ の ＼こ と はy 企 業 規 模 の 拡 大 が β 中1 の と き 腸 牒 ， 床 企 業T で も 中 小 企 業 で
も 同 じ で あ り ， 企 業 の 規 模 と 成 長 率 と は 独 立 で あ る の で 比 例 効 果 の 法 則 が 成
立 す る こ と を 意 味 し て い る 。 …
…し … …へ …
… … …=l …
… づ ……… …こ一万。犬
。 い
β ＞1 な ら ば 大 規 模 の 企 業 の 方 が 高 い 成 長 率 ， β＜1 な ら, 小 規 模 り 企 業 が よ
や
。
高 ト 成 長 率 で あ る こ
∧と 昇 た る6: ニ＼ ニ1= 十 丿……'ベ ニ ン 犬 … …万= ▽
2 我国企業 のパレート分布 ぺ｀’1万 ＞プ 。‘
表1 ，2 の よ うに 我 国 の非 金融業 の産業 別分 類に 基づ く企業 の規 模 と順位
の相関 関 係を 分 析 した6 卜 白 ‥ ‥‥j △‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥‥ フ。／I-
㎜
原 デ ータは ， 滝 沢菊 太 郎〔26〕に よる 昭和41 年10 月1 日 現在 の資 本 金-*-億^円4
）
以 上 の非 金融 業 全 体1,063 社 の うち の一 部 であ る。＼同一 産業 懲も上 場 会 社 ，
非上 場 会社 に 分 類 さ れて い る 原デ ノータ よ り上場 会 社 の デ こ 匁の みを 分 析 の対
象 とし た。 又 ， 測定 の尺度 とし て 総資産 に よる場 合と 資 本 金に よ,る 場合 と,を
列 挙し たが ， 原 デ ータの 都合上 ， 総資 産に よる場 合は813 社 ， 資 本 金に よる
も のが812 社 とな った ，上 場会 社813 の うち724 社（or,.1oy）は一 部上 場会 社 で
あ る。
表1 の資 本 金 に よる パレ ート分 布の特 性につ い て述 づ る。 ／
パレ ー ト分 布 の資 本金を 表 現し てい る 縦軸 と の交点 ，す なわ ち 切片 につい
ては 次 のよ うに な る。 切片 の最低 値は 倉庫業 の0.3571354 μ01 であ力 ，そ の
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標 準 偏 差 は0.4432157 £ －0:L で あ り ， 最 大 値 は 鉄 鋼 業 の0.5600360 £01 で 標
準 偏 差 は0.5821864 £ －01 で あ る 。又, 全 産 業813 社 に つ い て は0.6088601 £01
で 標 準 偏 差0.1156159 五 一01 で あ り ， 切 片 は 最 大 値 を と る 鉄 鋼 業 の 値 よ り大
き い,こ。と が い え る 。 十
パ レ ー ド 分 布 の 傾 き を 示 す パ レ ー ト 係 数 の 値 乱 絶 対 値 の 最 大 値 は 電 力 ・
ガ ス 産 業 の-0.1885677 £01 で 標 準 偏 差 は0.3286048 £00 で あ る 。 同 様 に 最
低 値 は 倉 庫 業 の －0.5728541 £00 で 標 準 偏 差 は0.6476331 £ －01 で あ る 。z
値 の 検 定 に つ い て は 水 産 業 で は ，5 ％ の 有 意 水 準 で 有 意 と な り ， 他 の 産6)
業 で は 全 部1 ％ で 有 意 と な る
○・
大企 業 の 規 模 と 順 位 と の 間 の 相 関 係 数 の2 乗 で あ る 決 定 係 数 も 食 料 品 で は0.4978215^00
で あ り 最 低 値 を と り ， 窯 業 で0.9880022 £00 と な り 最 大 で あ
る 。 ノ
表2 の 総 資 産 に よ る パ レ ー ド分 布 の 特 性 に つ い て は レ 切 片 の 最 低 値 が 倉 庫
業 の0.2348395 £01 で 標 準 偏 差0.1580415 £00 で あ り=い 最 大 値 が 輸 送 用 機 器
の0.5218430 £01 で 標 準 偏 差0.9043872 £-01 で あ る 。 全 産 業 に つ い て は ，0.5372371
£01 標 準 偏 差0.2408928 £ －01 で 切 片 の 値 は 産 業 別 の 最 大 値 で あ
る 輸 送 用 機 器 の 場 合 よ り 大 で あ る 。
パ レ ー ト 係 数 は 最 大 の 傾 き は 運 輸 業 の-0.2245766 £01, 標 準 偏 差0.1197246
£00 で あ る 。 最 低 値 は 倉 庫 業 の －0.6842580 £00, 標 準 偏 差0.1107327
£00 で あ る 。
■ ■ ■z
値 の 検 定 に つ い て は ， 資 本 金 に よ る 場 合 と 全 く 同 様 に 水 産 業 で は5 ％ で
有 意 で あ り ， 他 の 全 産 業 で は1 ％ で 有 意 で あ る 。
決 定 係 数 の 最 小 値 は 水 産 業 の-0.6932693 £00 で あ り ， そ の 他 工 業 の0.99'2963
ど00 が 最 大 で あ る 。 十
以 上 の こ と よ り ， 資 本 金 に よ る 場 合 と 総 資 産 に よ る 場 合 と で は ， 当 然 の こ
と な が ら ， パ レ ー ト分 布 の 切 片 や 傾 き は 異 な っ て く る し ，t 値 や 決 定 係 数 も
違 っ て く る 。 し か し な が ら 乙値 の 検 定 で は 両 者 と も 水 産 業 は5 ％ で 有 意 で あ，
り ， 他 産 業 は1 ％ で 有 意 と な り 同 じ で あ る 。 ＝
表1,2 の デ ー タ は ク ね ス セ ク シ ョ ソ に よ る も の で あ る の で ， パ レ ー ト分
布 は 時 間 の 変 化 に 対 し て ど の よ う に 移 動 す る か を 調 べ て み る 必 要 が あ る 。
犬そ こ
で ， 中 村 青 志〔17 〕○ 明 治29 年 上 期 ， 明 治44 年 上 期 ， 大 正3 年 下 期 ， 大
46




切片は明治29年上期の0.3796610^01, 標準偏差0.3400236 £－01 を最 低




パレート係数は，明治29 年上期の －0.7344465 £00, 標準偏差0.2086285
£－01 から上下の変動を続け，昭和30年下期で絶対値の最小値 －0.5170708E00,





















－0.3957 £01 0.7965315£00 6






－0.1621 £02 0.9633510£00 12






－0.4810 £02 0.9776017£00 55
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－0.1757 £02 0.9747509£00 10
窯 業 0.4572240jE:01(0.2503292£－01) -0.1073676£01(0.2125016£－01)
**






－0.3593 £02 0.9684934£00 44





－0.9740 £01 0.8048440£00 25





－0.1315 £02 0.9401609£00 13







-0.3213 £02 0.9433377£00 64














-0.2616 £02 0.9383023£00 47




















































－0.5143 £01 O.898il89 £00 5











－0.1034 £02 0.8627812 £00 19









( 昭 和45 年)
＊ は5 ％ で有意, ＊*は1 ％ で有 意 であ るこ とを 意味 す る。
パレー ト係 数 とい うの はパレ ート分布 を なす直 線の傾 きの ことで あ る。
切片 は縦軸 に資 本 金， 横軸 に順 位 を とっ た場合 の縦軸 との パレ ー ト分布 の交点 で あ る。S
・- ・ ・表2
総 資 産 額 に よ る パ レ ー ト 分 布 の 特 性








－0.3007 £01 0.6932693£00 6












－0.2605 £02 0.9275656£00 55



























－0.3173 £02 0.9031030 £00 no





－0.1430 £02 0.9623628 £00 10





－0.2455 £02 0.9510990 £00 33




－0.4560 £01 0.9802039 £00 44





-0.9258 £01 0.7957404 £00 24





－0.1969 £02 0.9724219 £00 13





－0.4404 £02 0.9690167 £00 64












-0.2846 £02 0.9473731 £｀ 00 47













－0.1248 £02 0.992963 £00 15





－0.1393 £02 0.gsogers£oo 12





£02 0.8557238 £'00 47












-0.5988 £01 0.7191893 £00 16












－0.3415 £02 0.9479759 £00 65





－0.6449 £01 0.7098290 召00 19











表3 全産業上位100 社 の総資産 によるパレ ート分布 の特 性
二 切 片(標準偏差) パレ ート係数(標準偏差) f イ直 決 定係数





－0.3520 £02 0.9267188 £00




ネ*－0.5068 £02 0.9632452 £00





－0.4269 £02 0.9489726 £00





－0.4053 £02 0.9437131 £00























－0.8164 £02 0.9855137 £00





－0.5996 £02 0.9732102 £00





－0.6009 £02 0.9735810 £00



























































我国のデータについうご/は， 図2 のように√ 総資産額 に よる全産業の上位812



































































＝logC －βlogy 十工)(logN)(3) ＼



















































（付記） 本 稿の作成にあ た り， データ収集につ き東京大学 の中村 青志氏に 助力をい
ただいた ことを感 謝し ます。又 ，同 大の電 子計算機 セソ・ター のMELCOM370 を。利









と独立 で あ る とい うジ プ ラの法 則 か ら パレ ート法 則が 導 かれ る ことはH.A. サイ モンに よ り
示 さ れ てい る〔20 〕。
■ ■ ■3
） 他 に 乱 今 井賢一〔13 〕〔14 ⊃が あ り，1918 －1929 年 の 鉄鋼業 で は β=0.88 であ り，1953 －1963
年で は β=0.98 とし てい る。 な 紅 彼 らの測 定で は， 縦 軸 に企業 数の パー セン ト， 横
軸 に 資産額 の パー セン ト が とっ てあ る ため β の値 は全 部 正に な る。我 々 は，Y. 井尻 とH.A ．
サイ モン と同様 に縦 軸 に企業 規 模，横 軸 に順 位 を とっ てい る ため傾 きは負 の 値に な る。 又 ，
対数 は彼 らはIOg2 単位 で表 現し てい るが， 我 々 はlogio 単 位で あ る。4
）1,063 社の うち685 社が工業 であ り，98 社 が商業 ， 運 輸業 が75 社， 建設 業 が63 社， サ ービ ス
業 が38 社 。 電力 ・ガ スが31 社 ，不 動 産業 が26 社 ，鉱 ・林業19 社 ，倉 庫業11 社， 通 信業11 社，
水産業6 社 であ る。5
） 通常 の表示 と同様 に，0.4432157 £'－01 はE －Ql が10-^ を か け るこ とを 意味 す る の で，0.4432157
×10-^=0.04432157 で あ る。6
）t 検 定 は平均 値の差 の 検定 であ る。7
） 原デ ータの 期間 が均 一 で ない の は， デ ¬夕作成 に あ た り入 手 不能 であ
う だ ためで あ る。8
） 吸収 ・合 併 前が後 の 内側 に位 置し てい るとはか ぎ らな く， 吸収 ・合併 に は パレ ート分布 の
型 を変化 さ せ る機能 が あ る6 こ
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